7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
西病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	



　
令和4年6月8日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・書記：滝田　文子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	高橋
	金谷
	滝田
	松下
	田村
	平山
	熊谷
	小沼
	柳田

	準
	　休
	　○
	　明け
	　年
	産休
	〇
	休
	　〇

	大村
	三浦
	田端
	吉田
	長根
	油津
	
	
	

	　準
	休
	遅B
	　明け
	〇
	休
	
	
	


＜病棟連絡事項＞
・タブレット面会について使用できる場所が東・南病棟となっている。明日面会の橋本様についてはストレッチャーで南病棟での面会を行っていく。使用方法についてはタブレットの所に常時使用方法を記してある板がある為参考にしていく。
＜患者連絡事項＞
・西村　義男様～右眼の眼球充血あり。今朝頭痛の訴えが聞かれていたが日勤帯では訴え
は聞かれず。小柳Ｄｒ診察しヒアルロン酸点眼液が処方となり、自己管
理としている。
・船木　惠美子様～平和病院受診が実は本日であった事が分かる。受診は改めて本人が電話で予約。元の予定であった6/15　9時としている。
・中居　敬悦様～次回のコロナワクチンは3回目となります。家族が用紙を持参し2回目の受診日が分かったため検査の佐藤さんに連絡しています。準備が整ったら実施をお願いします。
・田村　真紀子様～車椅子の必要性とレンタルについて家族に説明し了解を得ている。
・小泉　裕子様～青山荘入所申し込みをすすめるためＳＷに連絡している。青山荘は現

申し込みが混雑していると情報が聞かれています。
・成田　賀枝様～入浴時「湯船につかりたい」と強い希望が聞かれスタッフ見守りのもと
　　　　　　　　入っていただいたが、改めて危険リスクが高い事がわかる。次回よりＡ
ユニットの風呂を試しに利用し安全に実施していく。
＜小柳Dr.患者様診察情報＞
西川　和恵様、松川　順子様～処方変更ありません。
江刺家　惠子様～食事形態朝のみ菓子パン（粗キザミ）に変更、処方変更ありません。
掛端　洋之様～6/21までの退院となる事、退院に向け診療の目的など説明頂いています。
処方変更ありません。
小山　仁様～GAF入力依頼しています。
朝食後のアムロジピンOD錠(5) 1T→アムロジピンOD錠(2.5) 1Tへ減量。
オランザピンOD錠(2.5) 1.5T→インヴェガ(3) 1Tへ変更し7日分処方頂いています。
＜金Dr.患者様診察情報＞
・川崎　隆志様、村舘　ミネ様、澤田　真理様、
小笠原　文人様、鳴瀬　裕之様～処方変更ありません。
・飯岡　未来様～連日頓服使用している為、コントミン(25) 2T×朝夕食後/7日分追加処方いただいています。
・佐々木　紀子様～幻臭・妄想の訴え強いことからクエチアピン(12.5)2T×朝夕食後/7日分処方いただいています。また、持参薬のレキップ(2) 2Tは除剤の指示あり。
　　　　　　　　　本人希望にて個室から多床室への移動許可あります。
・中村　聡様～頭痛時）カロナール(200) 10回分処方いただいています。
・佐々木　章洋様～ＩＦオーダーに便秘時追加いただいています。
　　　　　　　　　便秘時）ピコスルファートナトリウム1本処方頂いています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・佐々木　紀子様～夜間は幻臭の訴えが聞かれホールソファーで休まれており2時間に一度の覚醒が見られている。Aユニットの外階段に行く扉を開けようとする事があったとの事で所在の確認をしていく。日勤帯では不穏さや妄想言動なく経過。
・福島　司子様～夜間は不眠を訴え継続指示薬を使用し休まれていた。日中の悲観的言動はなく日課を行えている。
